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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は1940年前後に小林好日によって実施された「東北方言通信調査票」の
分析と整備である。この調査票は質的・量的に充実しており、昭和初期の方言を分析できる学問的利点は大き
い。そこで、調査票を整理・入力し、現代の面接調査では得られない言語事実や方言史の解明を目指して、分析
をおこなった。1年目は対象資料の現物整理と第一調査票の入力、2年目は第二調査票の入力と回答者データの整
理、3年目は第三調査票の入力と地理情報の整理、4年目は入力データの点検と並行して、言語地図作成システム
の技術的な問題を検討した。全期間を通じて、データを利用した研究発表と論文発表をおこなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to organize and linguistically analyze the "
Tohoku Dialect Correspondence Research Materials" conducted around 1940. This survey is 
qualitatively and quantitatively substantial, and has the academic advantage of being able to 
analyze dialects in the early Showa period. Therefore, I entered the questionnaire and analyzed it 
with the aim of clarifying the linguistic facts and dialect history that cannot be obtained today. 
In the first year, I entered the data of the first questionnaire and organized the materials. In the
 second year, I entered the data of the second questionnaire and arranged the respondent data. In 
the third year, I entered the data of the third questionnaire and organized the geographic 
information. In the fourth year, I examined the technical problems of the linguistic mapping system 
while inspecting the input data. Oral presentations and paper presentations using data were 
conducted throughout the entire period.

研究分野：方言学、日本語学

キーワード： 東北方言　語彙　文法　調査資料

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の方言学は明治末期から大正・昭和初期に最初の繁栄期を迎え、世界的にみても早い時期に国家的プロジェ
クト調査や個別地域の詳細調査が全国で行われ、貴重な調査報告が蓄積されてきたが、「東北方言通信調査」と
同様、十分に分析されてきたわけではない。本研究は、小林好日による「東北方言通信調査票」約7,500冊を整
理・入力することでこの貴重な調査データを後世へ引き継ぎつつ、現代の方言話者への面接調査では得られない
言語事実や方言史を明らかにすることを目的として行ったものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の対象である「東北方言通信調査」から 80 年が経とうとする現代では、日本全国で方
言の衰退が顕著であり、伝統的方言の話者も、その記憶も、失われつつある。この先、いかに進
歩した録音機器を用い、工夫を凝らした調査と分析を行ったとしても、この資料と同等の方言量
が得られることは二度とないであろう。消滅を目前にした言語の貴重な記録資料として、この資
料の本格的な分析と保存に取り組む必要がある。この資料を分析することで、現代の方言話者へ
の調査では解明できなかった新たな言語事実を明らかにすることが期待される。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は 1940 年前後に小林好日によって実施された「東北方言通信調査票」の分析と
整備である。「東北方言通信調査」の 332 項目におよぶ調査項目は、方言や日本語の歴史的研究
にとって重要な古い語形・表現や、他方言には見られない特徴的な語形・表現をねらって作成さ
れている。語彙項目では古典文献や古文書類に現れるような古い語形が回答されており、文法項
目では活用・品詞の承接関係・文法カテゴリー・表現法など、現代的観点から見ても重要な文法
要素を押さえている。また、調査票が回収された地点数は、国立国語研究所『日本言語地図』『方
言文法全国地図』の人口地点密度・面積地点密度をはるかに上回っており、データの量的側面で
も充実している。質的・量的に充実したデータを利用して昭和初期の方言を分析できる学問的利
点は非常に大きい。そこで、このデータを、質的側面と量的側面の両方から分析を行い、これま
で明らかにされてこなかった言語事象や歴史的変化を解明することを目指す。 
 
３．研究の方法 
 資料現物の整理とデータ入力を並行して行い、データ化が済んだ部分から検討を行いつつ、順
次分析して論文化していくという方法をとった。 
 時間軸にそって述べると、1年目（2019 年度）は第一調査票の入力、2年目（2020 年度）は第
二調査票の入力と回答者データの整理、3年目（2021 年度）は第三調査票の入力と地理情報の整
理、4年目（2023 年度）は入力データの点検・整理と並行して、言語地図作成システムのプログ
ラム等における現代的・技術的な問題を検討した。 
 項目別には、①資料現物の整理と②データ入力を並行し、データ入力が済んだ部分から、③デ
ータの質的検討・量的検討と④分析に取り組むという手順で進めた。 
 ③データの検討の一環として、フェイスシートにあたる情報を取り出し、地点データを全体的
に把握したうえで地理的情報について整理し、言語地図作成とその分析に備えた。 
 ④の分析においては、言語地図の機械的作成方法について具体的な検討を行った。特に言語地
図の作成において、今後解決しなければならない課題として、言語地図作成システムのプログラ
ム等における現代的・技術的な問題を整理した。また、既存の市販プログラムの利用や、新たな
プログラムの開発等を検討し、引き続き検討することとした。 
 しかし、①現物資料の整理については、1年目の途中で諦めざるを得ず、今後の課題となって
いる。資料保管場所で現物調査票を閲覧したり整理したりする必要があったが、2020 年から 2022
年までの間、新型コロナウイルス流行にともなう社会状況で、都道府県をまたぐ移動や滞在が困
難になっていたためである。 
 
４．研究成果 
 本研究課題において発表した主な研究成果には、次のような口頭発表・資料展示・論文・図書
がある。 
  
○資料の全体概要や現代的価値を紹介したもの 
公開展示「小林好日博士の東北方言調査の資料，東日本大震災における方言をめぐる活動の紹介」
（竹田晃子・小林隆・今村かほる・大野眞男・杉本妙子・東北大学方言研究センター、日本
方言研究会第 109 回研究発表会・2019 年） 
公開展示報告「小林好日博士の東北方言調査の資料，東日本大震災における方言をめぐる活動の
紹介」（竹田晃子・小林隆ほか、『方言の研究』6、日本方言研究会・2020 年） 
発表「日本方言データベース（DDJ）」の概要（小林隆、シンポジウム「「日本方言データベース」
の構築と公開に向けて」、東北大学方言研究センター・2023 年） 
発表「東北地方方言分布調査データベースへの招待」（竹田晃子、シンポジウム「「日本方言デー
タベース」の構築と公開に向けて」、東北大学方言研究センター・2023 年） 
  
〇具体的な項目や記述を分析したもの 
論文「『天保十五年伊勢参宮二月吉日』に見られる音声の方言的特徴について」（作田将三郎、『旭
川国文』32・2019 年） 
発表「近代日本方言研究史にみるアイデンティティ」（竹田晃子、ひと・ことばフォーラム 29「テ



ーマ：言語とアイデンティティ」、東洋大学・2019 年） 
図書刊行物『東北方言における述部文法形式』（竹田晃子、ひつじ書房・2020 年） 
論文「推量・意志・勧誘・命令表現の形式」（竹田晃子、東北大学方言研究センター編『生活を
伝える方言会話：宮城県気仙沼市・名取市方言』ひつじ書房・2019 年） 
論文「仙台藩・旧仙台藩領における近世以降の〈車前草〉の地方語史」（作田将三郎、『国語学研
究』59・2020 年） 
発表「東北方言における条件表現の形式：近代の方言変化を読み解く」（竹田晃子、NINJAL シン
ポジウム：日本語文法研究のフロンティア―日本の言語・方言の対照研究を中心に―・2021
年度） 
発表「宮沢賢治作品と同時期方言資料の比較：オノマトペを中心に」（竹田晃子、2021 年度宮沢
賢治学会イーハトーブセンター夏季セミナー・2021 年） 

（以上） 
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